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１．はじめに    
1.1 研究の背景                        

 少子高齢•人口減少社会を迎えた日本におい

て，観光は地域経済を活性化し，街に対する誇

りや愛着を涵養する手段として注目されている．

観光白書によれば，平成20年度における国内旅

行消費額は23.6兆円，生産波及効果は51.6兆

円（国内生産額の 5.3％）であり，雇用誘発効

果も含め，日本経済に与える影響は大きい．現

在，日本ではビジット•ジャパン•キャンペーン

の展開や，中国人の個人向け観光ビザの解禁等，

観光立国に向けた動きが活発になっている．  

観光客誘致のためには，日本らしさや個性と

なる地域資源を活用し，観光都市としてのブラ

ンディングを進める必要がある．しかしながら，

観光資源が，各観光都市において持続可能な形

で利用されているとは限らない．例えば，鹿児

島県屋久島町では，世界遺産登録を契機に観光

都市としてのブランドが向上し，観光客が急増

した．これにより島内経済は潤ったが，登山道

におけるし尿問題や植生（屋久杉の根）の踏み

荒らし問題が生じた．観光振興と資源の保全が

トレード•オフの関係に置かれた典型例である． 
こうした問題は，観光立国を目指す動きの中

で，今後さらに増加するものと推測される．従

って，これまでに観光資源の危機•問題に直面し

てきた観光都市の対応と結果を観察し，今後の

観光計画に活かしていく必要がある． 

 既往研究では複数事例を比較する論文は少数

であった．また，本研究の特色である，観光都

市のイメージ認知を取巻く人•社会•資源の変容

に着目した研究，ブランディングと資源破壊過

程を結びつけて追った研究は見られなかった． 
1.2  研究の目的                         

 以上を踏まえ，次の研究目的を設定した． 
 ① 資源的危機に直面した観光都市の変容事 

   例の収集•全容把握 
 ② 観光都市のブランディング•資源保全プ   
   ロセスの構造化 
これらにより，観光都市のブランディングのあ

り方を提示するとともに，地域の特性を活かし，

魅力と持続性を有した観光都市の構築に寄与す

ることを最終的な目的とする． 

1.3  研究の方法                          

 目的達成に向け，実地調査，ヒアリング，資

料•文献調査により情報を収集した．個別事例に

ついては a)観光都市としての盛衰状況とその
背景となった出来事•施策•活動，b)観光振興を
進める中で直面した環境•資源問題とそこでの

対応•結果を整理した．その上で対象全体として，

c)傾向分類に基づくブランディングや資源保全
の現状分析 d)対象観光都市で観察される普遍
的要素の抽出と分析をした．傾向分析には社会

ネットワーク分析（行列計算）を用いた． 
２．研究対象とその概要  
2.1 研究対象の選定基準            

研究対象は，次に示す基準により選定した． 
① 地域資源を核とした観光都市 
② 観光産業への依存が大きい場所 
③ 開発•利用•保全など人間が観光資源に  
  対して影響を与えた場所 
④ 環境•社会問題を内包した観光都市 
2.2 選定した観光都市と観察要素の概要        

 表 1に研究対象として選定した全国 10ヶ所
の観光都市と，各観光都市が経験したイメージ

認知•強化のきっかけ，資源の危機•問題，主な

対策•対応，その他についてまとめた． 
 次節に白骨温泉の事例分析を示す．また，他

の観光都市についても同様の調査を実施した.  
３．ケーススタディ 
3.1 白骨温泉の概要とブランドの変遷     

 白骨温泉(長野県松本市)は山に囲まれ，湯川 



 

あり，白骨温泉のイメージを構築している． 

3.2 白骨温泉ブランドの変遷         

 白骨温泉ブランドを取巻く出来事と観光客数

の経年変化を図1にまとめた.  

 白骨温泉は，中里介山の小説『大菩薩峠「白

骨の巻」』により，広く知られるようになった．

その後，観光客数は交通基盤の整備や旅館の通

年営業化により徐々に増加していき，1980年代
前半からの秘湯ブームにより急増する．ブーム

中は案内所や遊歩道など，白骨温泉内の基盤整

備が進んだ．しかしながら，景気後退等の影響

から，2000 年を境に観光客数は減少に転じた．

加えて，2004年7月には，入浴剤使用が発覚し，

その傾向に拍車がかかってしまった．以降，白

骨温泉を訪れる観光客数(入込数)は，年間 19

万人弱で停滞し，回復が遅れている． 

3.3 白骨温泉のイメージ変容プロセス      

白骨温泉のイメージを変化させた社会•潜在

的要素とその構造を図2にまとめた． 

白濁で有名な白骨温泉では，朝日新聞発の秘

湯ブームにより観光客が急増した．しかし，白

骨温泉は中部山岳国立公園に指定されており，

また源泉を持つ旅館の既得権保護(源泉枯渇の
回避)の観点から，新たな源泉採掘は不可能であ
る．こうした事情の一方，ブームに対応するか

たちで各旅館が湯船の拡張•増設をしたことに

より，温泉の加水や他源泉の併用が必要になっ

た．湯船の拡張は，お湯と空気との接触面が広

くなることも意味しており，お湯が冷め易くな

ったことで，加温も必要になった．また，全国 

 
 図1 白骨温泉ブランドを取巻く出来事と観光客数の経年変化  図 2 白骨温泉のイメージを変化させた要素とその構造

の流水音が常に響

いている．集落は，

温泉宿が10 軒，日

帰り入浴施設が 2

軒，土産屋•蕎麦屋•

案内所が各1軒，そ

の他に空き屋や物

置で構成され，民家

はない．交通アクセ

スも悪い．こうした

立地構成上に，炭酸

水素塩泉という良

好で珍しい温泉が

沸いていることか

ら“秘湯”と呼ばれ

ている．源泉は透明

で時間が経過する

と白濁する性質が 

表1 研究対象とした観光都市と着目要素 



的なレジオネラ菌対策を背景に，お湯の頻繁な

入れ替えを余儀なくされ，滞留時間が低下した． 
 温泉の①加水，②白濁の薄い源泉併用，③加

温，④滞留時間の低下，は温泉の白濁を薄くす

る原因となり，観光客からの苦情が増えた．加

えて，マスコミの取材は，旅館の営業サイクル

の関係上，朝に集中する．朝はお湯を入れ替え

たばかりであり，湯船の温泉は透明である．こ

うした事情から，イメージ保持に苦慮した組合

(公共野天)と三軒の旅館は入浴剤を入れるよう
になった．この様子が週刊誌によって明るみと

なり，温泉偽装問題として各メディアが連日報

道した．結果，偽装のイメージを持たれるよう

になり，白骨温泉は大きなダメージを受けた． 
 白骨温泉は，オーバーユースによって提供で

きる資源の質が低下し，イメージの悪化と観光

客数の減少を招いた事例であるといえる． 
４．分析結果 
4.1 観光客の増減が生じる要因        

 ケーススタディでは，以下の要因により観光

客数に変化が生じることを確認した． 
① 気候的要因：気温，天候と交通への影響等 
② 基盤的要因：交通•施設の新設，料金改定等 
③ 社会経済的要因：景気，ブーム，風評等 
④ 資源環境的要因 
：資源環境の質変化，新資源発掘，利用規制等 
⑤ ブランド的要因： 
a) 名数選選出，世界遺産登録，国立公園指定， 
  文化財登録等による「冠」ブランドの獲得． 
b) ドラマ，映画，ニュース，地域活動，イベン  
   ト，歴史等による「注目」ブランドの獲得． 
4.2 観光都市のイメージ認知/保全プロセス               

 ケーススタディを基に，年代や観光都市の盛

衰状況に応じた資源の危機•問題，民間•市民活

動，基盤整備，公的施策，ブランディング，イ

メージ認知•強化の流れを図3に整理した． 
 観光都市のイメージを認知•強化するような

冠ブランド（国立公園指定，文化財登録等）の

獲得は観光都市の創成期である場合が多いが，

近年も世界遺産登録や名数選等の冠ブランドが

出現している． 
 一方，注目ブランドの獲得は観光都市の時期

区分に関係なく出現する．中には，テレビの普

及以前にラジオや文学作品によって観光都市の

イメージが構築•認知され，現在でも受け継がれ

ているものもある．近年ではインターネットの

口コミや，企業のCSR，新資源の発掘によって
観光都市の資源の認知が進むケースもある． 
 また，観光都市の抱える危機•問題はその対策

手法を基準に，①断続的問題，②突発的問題，

③オーバーユース的問題の３種類に分類できる． 
4.3 観光都市における資源問題•危機回避手法      

 断続的な問題（柳川：堀割の水質悪化，摩周湖：

透明度低下，鳥取砂丘：草原化）の場合，原因

の解明が必要になる．鳥取砂丘では環境省の調

査により，草原化の原因が植林による砂の動き

の低下と河川護岸による砂の供給量の減少にあ

ることを特定した．これに基づき，国立公園の

特別保護地区内の除草作業に許可を出したり，

植林地の伐採が進んだ．除草作業は，市民活動

や企業のCSRとして実施する例が見られる． 
 突発的な問題（柳川：堀割埋立て計画，尾瀬：

ダム•道路建設計画，琴引浜：重油流出事故等）

に対しては，市民活動•啓蒙活動によって環境改善

したり，開発計画を回避してきた．こうした活動

はメディアの関心を集め，それ自体が観光都市の 

図3 観光都市のイメージ認知/保全プロセス



注目ブランドになることもある．琴引浜では，「琴

引浜の鳴り砂を守る会」が中心となってリゾート

計画の回避や砂浜の美化に努めてきた．特にナホ

トカ号事故の際の重油回収活動は報道で大きく取

り上げられ，琴引浜や鳴き砂の認知も高まった． 

 オーバーユースにより生じる問題（白骨温泉：

白濁の薄化，ニセコ：乱開発，伊香保温泉：温

泉表示問題，尾瀬：裸地化，屋久島：し尿問題

等）に対しては，①自主規制，②環境施設整備，

③エコツーリズムによる解決が見られた． 
 ニセコ（倶知安町とニセコ町）は不動産投資の

過熱に対応して準都市計画区域を指定した．また，

白骨温泉や伊香保温泉では，使用する源泉の量を

決め，当該源泉の採掘量を一定に保っている．尾

瀬では東京電力の CSR として複線木道の敷設や
エコトイレが整備されている．CSRの様子はテレ
ビCMでも放送されていることから，尾瀬や東京
電力の認知やブランド強化にも繋がっている．観

光都市の場合は社会の関心も高く，観光都市の環

境保全とCSRとの相性は良い．屋久島ではエコツ
ーリズムの積極的な導入により，観光振興と同時

に観光客のマナー向上や環境保全に成功した． 
５．観光都市におけるブランディングのあり方 
 国または世界的な環境施策の指定•認定は，資

源と地域の価値の裏付けを得ることに等しい

（表 2）．このため，観光都市は国立公園等の
冠獲得に躍起になっている．しかし，こうした

冠ブランドは年代によって種類を変化させつつ

も，現在は乱立傾向にある．画一的な法律によ

る保護は個別の資源特性に対応できず，形骸化

やオーバーユースなど新たな問題を発生させた． 
 今後は先進事例の教訓を活かし，観光資源の

危機や問題の発生を前提として，図 4,5,6 に示
したような持続可能な資源利用循環を再構築し

ていく必要がある．同時に，観光都市の陳腐化

を防ぎ，発展を続けるためには，循環を保持し

た上での利益の最大化の一方で，資源の更新•

補強が必要になる．ニセコのラフティングや屋

久島のエコツアーのように，資源の新たな価値

の発見•活用を進めるとともに，そこでも新たな

資源利用循環を構築していく必要がある． 
 そして，環境•ブランド•観光の相互関係を意

識し，供給源，生態系，観光•交流等，資源を取

巻くあらゆる要素の循環構造に配慮した保護を

進めるべきである．資源の形•質•意味を一体的

に保全する柔軟かつダイナミックな施策を講じ

ることで，永続的な循環に代えていく必要があ

る．その循環構築と積み重ねこそが，今後の観

光都市ブランディングのあり方だと考える． 
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図 4 持続的資源利用策1(断続的問題)    図 5 持続的資源利用策2(突発的問題)  図 6 持続的資源利用策3(overuse 問題) 

表 2 観光都市における環境施策（ケーススタディより抽出） 


